
　みんなの冷蔵庫が受賞しました市内学生の活躍

　本市の伊東風花さんの「みんなの冷蔵庫in太宰府プロジェクト」が九州アートディレクターズクラブアワード

2023で総合第３位とプロジェクト部門賞を受賞し、トロフィーの１つが市へ寄贈されました。

　この賞は、九州のクリエイティブの頂点を決めるコンテストで1047組がエントリー

しました。

　伊東さんは応援してもらった感謝の印としてトロフィーを福岡県と本市に寄贈し、

「自分のやりたいことにチャレンジしようと思う人の後押しになる取り組みがもっ

と広がってほしいです」と語りました。
受賞報告をした伊東さん（中央）

い とう ふう か

　日本善行会創立85周年の感謝状が贈呈されました市民の活躍

　創立85周年を迎える（一社）日本善行会から同会員の鳥巣正行さんに、事業運

営に貢献してきた長年の功績がたたえられ、感謝状が贈られました。

　また、本市経営企画課広聴広報係にも、善行表彰の広報紙掲載など同会の事

業活動の推進に貢献したとして感謝状が贈られました。

表彰を受けた鳥巣さん（右）

　ｅスポーツ体験会を開催しました全世代交流フリースペースの活用推進

　いきいき情報センター１階の全世代交流フリースペースで４月22日㈯、ｅスポーツ体験会を本市と九州情報

大学の共催、ＮＴＴ西日本九州支店の協力で行いました。

　ｅスポーツはビデオゲームなどで対戦する競技でオリンピック競技にも検討され

ています。九州情報大学の学園祭で好評だったため、今回は全世代交流フリース

ペースで開催しました。

　高齢者の認知症予防や運動不足解消にも効果が期待され、今後は世代を超えた

交流イベントとして開催予定です。
ｅスポーツをプレイする大学生

とり す まさゆき

まちのトピ クスッ

　４月23日㈰に柔道大会、29日㈯に剣道大会が、太宰府市総合体育館（とびうめアリーナ）で開

催されました。この大会は本年で70回を迎える歴史ある大会で、武道を通じた青少年の健全育成

を図ることを目的に、「国士舘杯」とあわせて実施されています。選手たちは日頃からの練習の成

果を十分に発揮し、熱戦を繰り広げていました。

　第70回太宰府柔道、剣道大会・第10回国士舘杯柔道、剣道大会開催

世界に羽ばたく人材育成

柔道大会の参加者

剣道大会の様子

各優勝チーム ・ 優勝者　（敬称略）

団体戦

剣道大会

柔道大会

団体戦小学２年～６年 筑紫道場Ａ
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吉村　駿

小浦　慶大

伊藤　しずく

吉村　訊

植野　悠那

よしむら
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小学５・６年生 香月　美海
か つき み　う

よしむら

うえ の ゆ　な

じん

教育長 井上　和信

教師になり５年目。６年生秋の鍛錬遠足は宝満山登

山でした。山頂での昼食後、遊んでいた一人の子が足

を捻挫してしまいました。「歩けない」と言います。でき

るだけの治療をしましたが、結局痛みは引かずおぶっ

て下山することになりました。

学年で男性教員は自分だけです。小柄な子でしたがそれでも６年生。歩く

ほどに重さがこたえてきます。途中で何度も「痛みはどう？」「歩けそう？」と

聞きますが、期待する返事はなく「痛い。歩けない」と言うだけです。疲労で

足が大きく震えましたが、それでも歩くしかありません。転んで怪我をさせて

もいけないので、慎重に慎重にと歩き、どうにか無事に竈門神社まで降りて

くることができました。

あの背中の子は現在50歳になっているはずです。おぶわれて宝満山を下山

するというのは、なかなか出来ない経験だと思いますが今でもあの子は覚え

ているでしょうか。
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令和発祥の都太宰府「梅」プロジェクト

合同新作発表会・展示会開催

　市内３事業者が開発した梅プロジェクト新製品の合同発表会・展示会を４月25日㈫に開催しました。過

去に太宰府の梅トライアルアワードに出品し、製品化へ試行錯誤してきた市内事業者も参加し、新製品をお

披露目しました。

　披露されたのは、健康面で効能が期待される生姜や山椒などを使用した５種類の「梅味噌」、爽やかな

コーラに黒糖、生姜、スパイスを加えた「梅クラフトコーラ」、厳選された砂糖を使用し１カ月間熟成させた

スタンダード・紅茶・黒糖の「太宰府梅ジュース」です。

　また、「蝶矢謹製大宰府梅酒」をはじめ、梅プロジェクトでこれまで開発された22の製品を一堂に集めて

展示会を行いました。

　市内の至る所で梅を愛

で、収穫しグルメやスイー

ツが楽しめる「真の梅の

まち」へ向け前進を続け

る梅プロジェクトに引き

続き注目してください。
今回披露された新製品新製品を発表した市内事業者

（左から１・２・３人目）

これまで発表された
梅プロジェクト製品の一部
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だれもがいきいきと輝くまちづくりをめざして

６月23日～29日は男女共同参画週間

問い合わせ　人権政策課　男女共同参画推進係（☎内線542）

ページＩＤ：28175、28295

第３次太宰府市男女共同参画プラン（令和５年度～令和９年度）

プランの基本理念

　本市では、だれもが個性と能力を十分に発揮する男女共同参画社会の実現を目指してさまざまな取り組みを

推進しています。本年３月に策定した「第３次太宰府市男女共同参画プラン」を紹介します。この機会に男女共同参

画について考えてみませんか。

すべての人が性別にかかわりなく個人として尊重され、

一人ひとりの個性や能力を発揮しながらいきいきと

暮らすことができるまちづくりを目指します。

①固定的な役割分担意識や性差に関する偏見を解消するための取組を推進します。

　→男女共同参画講座の実施、性別にとらわれない教育の推進など

②子育て・介護・医療・まちづくりを充実する施策に取り組みます。

　→審議会などへの女性登用、子育て・介護・医療への支援など

③心身の不安を解消し、安心安全に暮らせる基盤づくりを推進します。

　→各種相談事業、検診・健康づくり事業など

それって思い込みかも？

　「男は仕事、女は家庭」「会長や管理職は女性には

難しい」「自分の周りには性的マイノリティはいない」

などと思ったことはありませんか？

　これは、これまでの経験や周囲の意見、日々接する情報から影響を受けて物

事を判断しようとする“無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）”です。

　アンコンシャス・バイアスは誰もが持っていて、それ自体悪いことではありませ

んが、無自覚でいると相手を傷つけたり、自分自身の可能性を狭めたりします。

特に、男らしさ・女らしさに関する思い込み（ジェンダーバイアス）は、固定的な性

別役割分担意識を生み出し私たちの生きづらさにつながります。

　無意識なので気づきにくく、完全になくすことは難しいですが、「これって思い込みでは？」と立ち止まって

考えることで「普通は○○だ」という決めつけがあることに気づくきっかけになります。

　アンコンシャス・バイアスを解消していくためには、自分の持つバイアス（思い込み）の存在にまずは“気づ

くこと”から始めましょう！

無くそう思い込み、守ろう個性

みんなでつくる、みんなの未来。
（令和５年度「男女共同参画週間」キャッチフレーズ）

主な取り組む

課題

　春の穏やかな晴天の中、４月22日㈯に太宰府水から川る会主催の第64回御笠川クリーンデイが行われました。

参加者は御笠川に入るのを楽しみながら、たくさんのごみを拾いました。１時間程で拾ったごみの量は、燃えるご

みが77㎏、燃えないごみが21㎏、合わせて98㎏。

　参加した子どもは「野球のバットを拾いました。お友だちもできてうれしかっ

たです」と話し、自分たちがごみを拾ったことで御笠川がきれいになったのを

実感しました。主催者は「参加してくれた子どもたちが少しでも環境問題に関

心を持って、未来につなげてくれると願っています」と語りました。

　第64回御笠川クリーンデイが行われました

クリーンデイに参加した親子

市民団体の活躍

　本市在住の画家平岡浩さんから、令和の都だざいふの美しい風景をいつまでも後世へ受け継いでいきたいと

の思いをこめて、『万葉の小径』と題された絵画を寄贈していただきました。

万葉集研究の第一人者であった犬養孝さんがかつて本市を訪れた際、大伴旅

人や山上憶良もはるか昔歩んだ小径だったのではと述べた風景を描いたもの

です。　

　寄贈式では、今回のご縁を導いた地元歴史家の森弘子さんも出席し、楠田

市長は「市長室に大切に飾らせていただきます」と感謝を述べました。

　絵画を寄贈していただきました市民からの寄贈

絵画を寄贈する平岡さん（左から２人目）

ひらおか

まんよう こ みち

ひろし

いぬかい おおともの

と

たび

もりひろ こ

やまのうえのおくら

たかし

　第37回全国硬式空手道選手権大会出場の報告のため、坂口颯飛さん(太宰府東小６年)、大楠永翔さん(太宰府東

小４年)、春成将弥さん(太宰府南小３年)が、４月17日㈪に表敬訪問しました。

　元気な自己紹介と得意技を披露してくれた３人。全国大会での活躍と世界

大会への出場を目標に頑張ることを力強く誓ってくれました。楠田市長は「３

人ともパワーがみなぎっています。ぜひ世界一を目指して頑張ってください」と

激励しました。

　本市から世界に羽ばたく少年空手家たちの活躍を期待しています。

　全日本硬式空手道選手権大会出場世界に羽ばたく人材育成

前列右から
坂口さん、大楠さん、春成さん

さかぐち

はるなりまさ や

おおぐすえい とそう ひ

　本年８月にイングランドのリバプールで開催予定の2023年IBTF世界バトントワーリング選手権大会出場を報告す

るため、上津原朱花さん(太宰府中３年)が、４月25日㈫に表敬訪問しました。

　日本代表のジャージに身を包み、笑顔で出場報告とバトン演技を披露してく

れました。上津原さんは「世界一になりたいです。バトンの楽しさを広めたいで

す」と力強く語ってくれました。楠田市長は「世界に羽ばたく人材として令和の

都だざいふの顔となってくれることを期待しています。世界一になってまた報告

に来てください」と激励しました。

　また一人、令和の都だざいふから世界に羽ばたく人材が誕生しました。

　世界バトントワーリング選手権大会出場世界に羽ばたく人材育成

バトンを持ちポーズする
上津原さん（前列右）

うえ つ ばらあや か
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